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２０２０年６月８日

保護者の皆様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西大和学園カリフォルニア校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　小倉佳恵
２０２０年度　通知簿について
Distance Learning（DL）も3か月目に入りました。7月下旬までの1学期間における児童生徒の学習への取り組みをどのように残していくか、検討を重ねてまいりました。2020年度3月末までの通年を通した学習成果を記載する役割をもつ通知簿として、通常の登校で学習する場合と同様の形式で発行し、DL期間のみ、表記を変更することにいたしました。このお知らせでは、学校が再開した際の通知簿表記と、現在実施しております、DL期間の表記と、両方をお伝えいたしますので、今後のお子様の教育にお役立ていただければと思います。
通常表記：学校が再開した際の通知簿表記
１．学習の記録

各教科の観点別の学習状況の｢評価｣や、教科の総合成績である｢評定｣を記入しています。１～２年生は、３段階の評定を記入しております。３年生～９年生は５段階の評定となります。評定は観点別学習状況の評価を総合的に行ったものです。なお、小学部、中学部共に、１学期・２学期・３学期学年末に分けて評価します。通知簿の学年末の欄には１年間を通しての評価・評定が記入されます。
(1) 観点別学習状況について　
　各教科の観点を｢A　十分に満足できると判断されるもの｣　｢B　おおむね満足できると判断されるもの｣　｢C　努力を要すると判断されるもの｣　の３段階で評価しています。基準の範囲以上ならば｢A｣、基準の範囲内ならば｢B｣、基準の範囲以下ならば｢C｣を記入しています。また、イマージョン教科については、通常の観点（英語力を考慮しない）に加え、英語をどれくらい活用できているかについても３段階(A B C) で示します。また、ELDについては、３段階のクラス分けのうち、どの段階であるかを「Emerging・Developing・Proficient」で示し、その上で「Participation・Expression・Comprehension」の３観点で英語力を評価いたします。
 (2) 評定について

各教科の評定は、１～２年生は、３～１の３段階で、３年生～９年生は、５～１の５段階です。教科学習の各観点が達成されているかどうかを評価し、総合的に十分に達成されている教科については、１～２年生は｢３の評定｣、３～９年生は｢５の評定｣がつきます。

２．生活行動の記録

それぞれの項目について、｢A　努力している｣　｢B　普通｣　｢C　努力を要する｣を記入しています。

３．特別活動の記録

１年生～３年生は学級の係、４年生～９年生は、児童生徒会役員・委員会・クラブ活動・係・学級活動等を記入しています。

４．出欠の記録

各学期ごとの出欠の状況を記入しています。
５．総合所見
　学習活動・学校生活全般において、良かったことや頑張ったことを中心に文章で記述しています。
Distance Learning期間の表記
　　学校に登校できない期間であっても、児童生徒の学力を把握することで、学校再開時に補習を行うための学力
　　の把握を可能にし、進級・卒業判定の判断の目安になるようにいたします。DL期間の通知簿の位置づけは、
　　各児童生徒の学力を評価(評定)するものではなく、あくまでも学習状況とその習得度を把握するものといたし
　　ます。また表記は学期ではなく、DLを実施した期間で表示を行います。
１．学習の記録

(1) 観点別学習状況について　

　　DL期間の学習で、習得度が判断しにくい観点については記載しないことといたしますが、その他は通常通り
　　に記載し、通年の評定の参考といたします。詳しくは「各教科の観点について」と表1をご参照ください。
(2) 評定について　
　　DL期間の通知簿の位置づけに基づき、数値による評価は行わないことにいたします。
２．生活行動の記録　
　　学校生活による行動の把握ができないため、記載しないことといたします。
３．特別活動の記録
　　DL期間の各学年の実態に基づいて、記載いたします。
４．出欠の記録

　　本校の学習状況の記録として、DLを実施した期間の日数を授業日数として記載し、同授業日数を出席日数と
　　みなして記載します。尚、5月28日文科省通知「オンライン指導の取り扱いに係るQ&Aの送付について」の
　　指示により、学校の公的文書である指導要録と高等学校の入学者選抜の際発行する調査書においては、DL期
　　間中は授業日数にも欠席日数にも含めない扱いとなります。新型肺炎による休校を余儀なくされた学校におい
　 ては、上記の扱いが、進級・卒業・入試選抜において不利にならないよう配慮するよう、指示がでております。
５．総合所見

　DL期間中に、児童生徒が頑張ったこと、力を伸ばしたことを中心に、通常通り文章で記述いたします。
各教科の観点について
１．小学部の観点については、新学習指導要領の実施年度にあたり、今年度から全教科において「主体的に学習に
　　取り組む態度」「思考・判断・表現」「知識・技能」の3観点に変更になっております。7月中旬に「通知簿の
　　見方」として詳細をご連絡いたします。
２． 1-9年生のDL English Easy, Medium, HardとDL English Conversationは、ELDの欄に記載します。新学習指導
　　要領における、3・4年生の外国語活動、5・6年生の外国語科は共に、ELDの欄に記載いたします。
３．DL期間中で把握が適切に行えないため、記載しない観点があります。（下表）特にELD、音楽、体育、
　　図工、家庭科、技術などの実技を伴う教科については、「主体的に取り組む態度（小学部）」「取り組みへの「関
　　心・意欲・態度」（中学部）」のみを記載することになりますので、ご留意ください。
４．DL期間中において、課題提出日の表記が不明確であった場合や、テクノロジーのトラブル、時差による提出
　　物の遅れについては、十分な配慮をいたします。
	表1：  DL期間中の観点別評価に関して、 通常と異なる点

	1-9年
	音楽・図工・保健体育・家庭科(小)・技術(中)
	「主体的に学習に取り組む態度」のみ

	
	ELD/ELA (DL English E/M/H/Conversation)
	「Participation」のみ

	7-9年
	国語科
	「話す・聞く能力」は記載しない


　　※上記以外の観点は通常通り記載します
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